
鳥大病院がんセンター 米子市民公開講座

～難治がんを征圧して健康で長生きするために～
肺がんロボット手術の最新情報
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肺がんから命を守るために
－検診と最新治療のすべて

講演採録
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鳥取大医学部付属病院がんセンター（米子市西町、小谷昌広セン

ター長）の市民公開講座が８月 日、米子市加茂町２丁目の国際フ

ァミリープラザで開かれた。「肺がんから命を守るために－検診と

最新治療のすべて」をテーマに医師が講演し、人工知能（ＡＩ）を

活用した検診やロボット手術など、最先端の技術を分かりやすく解

説。約130人が熱心に耳を傾けた。講演の要旨を紹介する。

がんの部位別死亡数で、

肺がんは1998年からずっと

１位です。喫煙が関連する

肺がんは男性の約７割、女

性の約２割といわれ、喫煙

しない人も肺がんにかかる

場合があります。

今回は、肺がんの早期発

見や治療について、トップランナーとして活

躍する２人の先生に講演いただきます。皆さ

ま一人一人が、鳥取県からがんで亡くなる人

を減らすための力強いサポーターとなり、今

回学んだ知識をぜひ周囲にも広めていただけ

たらと思います。

ごあいさつ

学んだ知識広めて
鳥取大学病院
がんセンター小谷昌広センター長
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鳥取大学名誉教授／鳥取県保健事業団参与
松江赤十字病院呼吸器外科・低侵襲手術センター長 中村広繁氏

■
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
の
画
像
解
析
例

略歴1988年 鳥取大大学院医学研究

科博士課程修了 同大医学部呼吸器・乳

腺内分泌外科学分野教授 医学部長を

経て 年４月から現職
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肺
が
ん
は
、
が
ん
の
部
位
別
死
亡
率

で
男
性
１
位
、
女
性
は
大
腸
が
ん
に
次

ぐ
２
位
で
、
罹り

患か
ん

率
は
男
女
と
も
に
３

位
で
す
。
鳥
取
県
は
、
が
ん
の
罹
患
率

が
男
女
と
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
高

く
、
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
部
位
別
罹

患
率
は
や
や
低
め
、
死
亡
率
は
男
性
が

平
均
、女
性
は
低
め
と
い
う
状
況
で
す
。

肺
が
ん
は
治
り
に
く
い
上
に
数
が
多

い
が
ん
で
す
。
治
療
の
進
歩
で
ど
ん
ど

ん
生
存
率
が
改
善
し
て
い
ま
す
の
で
、

決
し
て
悲
観
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
や
は
り
進
行
す
る
ほ
ど
生
存
率
は

低
下
し
ま
す
。
肺
が
ん
の
１
次
予
防（
発

症
予
防
）
で
は
特
に
禁
煙
が
重
要
で
、

２
次
予
防
（
早
期
発
見
・
治
療
）
の
切

り
札
は
検
診
で
す
。

肺
が
ん
検
診
は
、

歳
以
上
は
年
１

回
の
胸
部
エ
ッ
ク
ス
検
査
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
鳥
取
県
の
肺
が
ん
検
診
は
、

歴
史
が
長
く
精
度
も
高
い
で
す
が
、
近

年
、
進
行
が
ん
の
段
階
で
の
発
見
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
鳥
取
県
保
健

事
業
団
で
は
、
検
診
に
診
断
支
援
Ａ
Ｉ

を
導
入
し
ま
し
た
。
山
陰
の
医
療
機
関

で
も
次
々
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
の
読
影
に
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
、
蓄
積
し
た
症
例
や
知
見
を
基

に
本
を
発
刊
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
を
こ

の
分
野
の
先
進
県
に
、
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
は
、
異
常
所
見
を
色
や
ス
コ
ア

で
示
し
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
が
ん
を
診
断
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
異
常
の

検
知
で
す
が
、
見
落
と
し
防
止
や
確
診

率
向
上
に
つ
な
が
り
、
私
た
ち
読
影
医

は
助
か
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
学
習
す
る
ほ

ど
賢
く
な
り
、
そ
の
精
度
は
す
で
に
専

門
医
と
同
等
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
例
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
は
検
診
の
画
像

か
ら
小
さ
な
が
ん
、
心
臓
や
骨
、
横
隔

膜
と
重
な
っ
た
部
分
の
が
ん
、
肺
門
部

の
扁へ

ん

平ぺ
い

上
皮
が
ん
な
ど
を
検
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
偽
陽
性
や
偽
陰
性
も
あ

り
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
能
力
を

養
っ
て
判
断
し
な
い
と
、
弊
害
を
生
む

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
早
期
の
肺

腺
が
ん
は
す
り
ガ
ラ
ス
状
の
淡
い
影
し

か
映
ら
ず
、
エ
ッ
ク
ス
線
で
は
検
出
で

き
ま
せ
ん
。
エ
ッ
ク
ス
線
に
も
Ａ
Ｉ
に

も
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
検
診
に
低
線
量
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

対
象
は
喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数

×
喫
煙
年
数
）
が
６
０
０
以
上
の
重
喫

煙
者
で
す
。
Ｃ
Ｔ
は
早
期
の
肺
が
ん
の

発
見
率
が
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
の
約
２
倍

で
、
す
で
に
肺
が
ん
の
死
亡
率
が
減
少

し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
保
健
事
業
団
で
も
、
来
年
度
か

ら
Ｃ
Ｔ
検
診
バ
ス
を
活
用
す
る
予
定
で

す
。一

方
で
、
過
剰
診
断
に
も
注
意
が
必

要
で
す

が
ん
の
進
行
速
度
が
速
く

が

ん
死
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
早

期
発
見
が
重
要
で
す
が
、
進
行
が
非
常

に
遅
く
、
が
ん
死
の
リ
ス
ク
が
低
い
場

合
ま
で
診
断
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
ん
検
診
は
愛
す
る
家
族
へ
の
贈
り

物
で
あ
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
第
一

歩
で
す
。
鳥
取
県
の
健
康
寿
命
は
２
０

１
９
年
の
調
査
で
全
国
下
位
で
し
た

が
、

年
の
調
査
で
女
性
は

位
だ
っ

た
も
の
の
、
男
性
は

位
に
躍
進
し
ま

し
た
。
が
ん
は
健
康
寿
命
を
損
ね
ま
す

の
で
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
フ
レ

イ
ル
予
防
に
努
め
、
ぜ
ひ
が
ん
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｉ
検
診
の
先
進
県
へ

Ｃ
Ｔ
と
合
わ
せ
早
期
発
見
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鳥取大学医学部呼吸器・
乳腺内分泌外科学分野教授 田中雄悟氏

■
鳥
大
医
学
部
付
属
病
院
呼
吸

器
・
乳
腺
内
分
泌
外
科

手
術

の
内
訳

数
字
は
件
数

略歴2009年 神戸大大学院医学系

研究科博士課程修了 同大学病院呼

吸器外科病院准教授を経て 年 月

から現職
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昨
年
、
中
村
広
繁
先
生
か
ら
バ
ト
ン

を
受
け
継
ぎ
、
鳥
取
大
に
着
任
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
肺
が
ん
を
克
服
す
る

と
い
う
使
命
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。肺

が
ん
は
罹り

患か
ん

率
、
死
亡
率
と
も
に

代
以
降
に
上
昇
し
、
国
内
で
年
間
約

７
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
に
は
小
細
胞
が
ん
と
非
小
細

胞
が
ん
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
治
療
戦
略

が
異
な
り
ま
す
。
非
小
細
胞
が
ん
に
は
、

腺
が
ん
、
扁へ

ん

平ぺ
い

上
皮
が
ん
な
ど
が
あ
り

ま
す
。小
細
胞
が
ん
は
喫
煙
者
に
多
く
、

治
り
が
悪
い
で
す
。
病
期（
ス
テ
ー
ジ
）

は
Ⅰ
〜
Ⅳ
期
に
分
か
れ
、
が
ん
の
大
き

さ
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
有
無
、
遠
隔
転

移
の
有
無
で
決
ま
り
ま
す
。

非
小
細
胞
が
ん
は
、
Ⅰ
期
は
手
術
の

み
、
Ⅱ
〜
Ⅲ
Ａ
期
は
手
術
に
加
え
て
抗

が
ん
剤
治
療
を
行
い
ま
す
。
小
細
胞
が

ん
は
、
Ⅰ
期
で
も
手
術
と
抗
が
ん
剤
治

療
を
行
い
、
Ⅱ
期
以
上
は
手
術
の
適
応

外
で
す
。

Ⅰ
期
は
５
年
相
対
生
存
率
が
非
常
に

高
い
で
す
が
、
Ⅱ
期
以
上
は

％
以
下

と
大
き
く
低
下
す
る
た
め
、
早
期
発
見
、

治
療
が
重
要
で
す
。
自
覚
症
状
は
長
く

続
く
せ
き
や
た
ん
、
息
切
れ
、
胸
痛
な

ど
で
す
が
、
な
か
な
か
症
状
が
現
れ
な

い
の
が
、肺
が
ん
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

手
術
は
、
切
除
す
る
大
き
さ
に
よ
っ

て
四
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
肺
は
右

側
が
上
葉
・
中
葉
・
下
葉
、
左
側
が
上

葉
・
下
葉
と
い
う
部
屋
に
分
か
れ
て
お

り
、
部
屋
ご
と
切
除
す
る
の
が
肺
葉
切

除
で
す
。
１
カ
所
取
る
と
肺
活
量
が
約

％
低
下
し
ま
す
が
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
元
気
な
人
な
ら
日
常
生
活
に
大
き

な
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
変
だ
け
で

な
く
周
辺
リ
ン
パ
節
を
含
め
た
葉
切
除

を
行
う
の
は
、
リ
ン
パ
節
へ
の
再
発
を

予
防
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

区
域
切
除
は
葉
の
中
の
小
部
屋
、
部

分
切
除
は
が
ん
の
周
辺
の
み
を
切
除
す

る
方
法
で
す
。
肺
全
摘
は
片
方
の
肺
全

体
を
切
除
す
る
方
法
で
す
が
、
体
へ
の

負
担
が
大
き
い
た
め
、
最
近
は
あ
ま
り

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

手
術
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療
法
の

い
ず
れ
も
体
へ
の
負
担
が
軽
減
し
て
治

療
効
果
が
向
上
し
、
以
前
は
根
治
不
能

と
思
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
治
療
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
複
数
の
治
療
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
も
可
能
に
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
診
療
科
が
合
同
で
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
っ
て
最
善
の
治
療
方
針
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
２
０
０
９

年
に
始
ま
り
、
鳥
取
大
は
そ
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
呼
吸
器
の
分
野
で
は

年

に
導
入
さ
れ
、
現
在
は
肺
葉
切
除
、
肺

区
域
切
除
な
ど
が
保
険
適
応
に
な
っ
て

い
ま
す
。

当
科
で
は
、
ダ
ビ
ン
チ
に
加
え
国
産

の
ヒ
ノ
ト
リ
を
使
い
、手
術
全
体
の
７
、

８
割
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ノ
ト
リ
に
つ
い
て
は
、
呼
吸
器
外
科

領
域
で
の
臨
床
導
入
に
向
け
て
、
私
と

中
村
先
生
が
中
心
と
な
り
、
安
全
性
の

検
証
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
非

常
に
精
緻
で
自
在
な
動
き
が
で
き
る
点

で
す
。
技
術
を
磨
く
ほ
ど
性
能
を
引
き

出
せ
ま
す
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重

ね
、
ダ
ビ
ン
チ
と
ヒ
ノ
ト
リ
の
特
長
も

見
極
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
活
用
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
績
を
重
ね
て
主
力
に

特
長
見
極
め

さ
ら
に
活
用

（１８）２０２５年 (令和７年 )９月２７日　土曜日( 第３種郵便物認可 ) （１８）２０２５年 (令和７年 )９月２７日　土曜日( 第３種郵便物認可 )


